
は し が き

植物は動物と異なりその生活の場所を移動することができないことから、自然
環境の変化を鋭敏に感受して、自らの生命の維持や種の繁栄のためにさまざまな
戦略（知恵）を具備しています。
わたしたちは、植物に具備されている“知恵”のしくみの謎を化学、生物学、
農学など多方面から解明し、さらにその研究成果をわたしたちの生活に生かすこ
とを目的に大学、高校、官民の研究者だけでなく、出版および報道関係者も加え
て、北は北海道から南は九州・鹿児島から多くの方々の参集のもと、平成23年
に植物生理科学研究会を立ち上げました。同年、第1回シンポジウムを近代日本
の発祥地とも言える薩摩・鹿児島大学で開催しました。会員のほかに大学生、高
校生、一般参加者も含め60名を超える参加者によって、会場があふれ、立見席
が出るほど盛況でした。特別講演では予定時間を超える質疑応答があり、成功裏
に終えることができました。第2回シンポジウムは北海道大学で、第3回シンポ
ジウムは神戸天然物化学株式会社・バイオリサーチセンターで開催されました。
平成25年から植物生理科学研究会から植物生理化学会に名称変更し、第4回シ
ンポジウムは東北大学で、第5回シンポジウムは筑波大学で開催され、第6回シ
ンポジウムは本年（平成28年）大阪府立大学で開催されました。この間、学会
員による学術論文や学術書が多数発表されてきました。詳しくは巻末の学会活動
史をご参照ください。
会の発足から５年を経過したことを記念して、世界の第一線で“植物の知恵”
のしくみの謎を解明すべく基礎研究を行っておられる研究者の方々、さらにその
“植物の知恵”に関する基礎研究によって得られた研究成果をわたしたちの実生
活に生かすべく応用研究を行っておられる研究者の方々に執筆をお願いし、本書
『植物の知恵とわたしたち』を出版する運びとなりました。

　�
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本書が関連の研究者のみならず、一般読者の方々にも“植物の知恵の謎解き”
に関心をもっていただく端緒になれば望外の喜びであります。

編　集　　植物生理化学会
　　初代会長　井上　　進（丸和バイオケミカル株式会社・代表取締役）
前 会 長　繁森　英幸（筑波大学生命環境系・教授）
現 会 長　宮本　健助（大阪府立大学・教授）

監　修　　顧　　問　長谷川宏司（筑波大学・名誉教授）
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